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ポスター発表

2016年11月17日(木)　17:30～18:30　ポスター会場（1F　ロビー）

ポスターＡ．統合失調症

|	 P1A-1	 |  The Nursing Assessment of Medication Acceptance（NAMA)の信頼性・妥当性の検証
堀　　　輝	 産業医科大学医学部精神医学教室

|	 P1A-2	 |  統合失調症患者におけるリスペリドン持効剤治療の3年転帰：ドパミンD2受容体占拠の観点
から
猪飼紗恵子	 慶應義塾大学医学部精神・神経科学教室

|	 P1A-3	 |  クロザピン誘発性レストレスレッグス症候群にガバペンチンエナカルビルが著効した1例
竹島　正浩	 秋田大学医学部附属病院精神科

|	 P1A-4	 |  統合失調症患者に対する精神症状評価尺度を用いた薬物治療の有効性の調査
粕谷　光弘	 東邦大学薬学部薬学科臨床薬学研究室

|	 P1A-5	 |  統合失調症患者の薬物治療と身体合併症(糖尿病・脂質異常症)に関する調査研究
横山　翔一	 東邦大学薬学部薬学科臨床薬学研究室

|	 P1A-6	 |  クロザピン治療中に鎮静性副作用を呈した3例における血中薬物濃度の検討
大森　佑貴	 秋田大学大学院医学系研究科医学専攻病態制御医学系精神科学講座

|	 P1A-7	 |  クロザピンによる薬原性の発熱とサイトカインとの関連
山本　　彬	 滋賀医科大学医学部精神医学講座

|	 P1A-8	 |  治療抵抗性統合失調症に対するクロザピン導入が医療費に与える影響
菊池　結花	 秋田大学大学院精神科学講座

|	 P1A-9	 |  統合失調症の薬物治療と身体合併症（心・血管系）に関する調査研究
渡邉　友梨	 東邦大学薬学部薬学科臨床薬学研究室

|	 P1A-10	 |  抗精神病薬治療にてリカバリーを達成した統合失調症患者と健常者における神経認知機能、
社会機能の差異の検討
井形　亮平	 産業医科大学医学部精神医学教室

|	 P1A-11	 |  ブロナンセリンの後向き研究43例の結果で得られたCGIの改善、良好な社会的転帰、CP換
算値の低下などは、果たして前向き研究18例でもPANSSなどの結果を含めて、同様に裏付
けられるのか
風間　洋輔	 医療法人社団札幌佐藤病院

|	 P1A-12	 |  修正型電気痙攣療法、Aripiprazole持効性注射剤により多剤処方の整理ができたドパミン過
感受性精神病の1例：過感受性精神病における血中モノアミン代謝産物の推移
別府　拓紀	 産業医科大学医学部精神医学教室/医療法人清陵会南ヶ丘病院

|	 P1A-13	 |  ブロナンセリン単剤化7年後の継続率および脂質代謝に及ぼす影響
西本　雅彦	 医療法人社団青木末次郎記念会相州病院

|	 P1A-14	 |  日本人統合失調症患者におけるアリピプラゾールとブロナンセリンの有効性及び安全性の検
討：オープンラベル無作為化比較試験
香月あすか	 産業医科大学医学部精神医学教室

|	 P1A-15	 |  日本の統合失調症患者を対象としたaripiprazole持続性注射剤の三角筋内反復投与における
薬物動態および安全性
石郷岡　純	 CNS薬理研究所

|	 P1A-16	 |  [11C]-(+)-PHNOを用いたblonanserinによるドパミンD3受容体占有率の評価
舘野　　周	 日本医科大学精神医学教室
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|	 P1A-17	 |  統合失調症に対するルラシドンの忍容性：ランダム化比較試験の系統的レビューとメタ解析
萩　　勝彦	 大日本住友製薬株式会社メディカルアフェアーズ部

|	 P1A-18	 |  統合失調症に対するルラシドンの有用性：ランダム化比較試験の系統的レビューとメタ解析
野坂　忠史	 大日本住友製薬株式会社メディカルアフェアーズ部

|	 P1A-19	 |  ブロナンセリン製造販売後調査結果　急性増悪期統合失調症患者を対象とした特定使用成績
調査－日常診療下でのブロナンセリン投与の安全性・有効性の検討－
土森紀美子	 大日本住友製薬株式会社

|	 P1A-20	 |  非定型抗精神病薬が日中および夜間の心拍数に与える影響
渡邉　純蔵	 新潟大学大学院医歯学総合研究科精神医学分野/新潟県厚生農業協同組合連合会中条第二病院精神科

|	 P1A-21	 |  クロザピン血中濃度測定系の確立と血中濃度に関する検討
木村伊都紀	 東邦大学医療センター大森病院薬剤部

|	 P1A-22	 |  ドパミン過感受性精神病を有する治療抵抗性統合失調症患者に対するリスペリドン持効性注
射剤の有効性の検証：多施設共同前向き観察試験
金原　信久	 千葉大学社会精神保健教育研究センター

|	 P1A-23	 |  統合失調症がジストニアを呈した場合、必ず薬剤性なのか
－顕著なジストニアを呈した一症例の全シークエンス解析の検討－
藤井久彌子	 獨協医科大学精神神経医学講座

|	 P1A-24	 |  アリピプラゾールにより著明なHypersexuality（性行動亢進）を呈した統合失調症の2例
竹内　裕二	 医療法人清陵会南ヶ丘病院/九州大学大学院医学研究院精神病態医学

|	 P1A-25	 |  統合失調症におけるLAI施注時疼痛の比較検討－LAIのRCT試験を元に－
越川　陽介	 関西医科大学精神神経科学教室

|	 P1A-26	 |  統合失調症患者に対する精神症状評価尺度を用いた薬学的管理の有用性に関する調査
横山　和宏	 東邦大学薬学部薬学科臨床薬学研究室

|	 P1A-27	 |  抗精神病薬が自律神経活動に及ぼす影響の検討：薬剤間比較
服部　早紀	 横浜市立大学医学部精神医学教室

|	 P1A-28	 |  Olanzapineからaripiprazoleへの置換前後における安静時心拍数の変化
鈴木雄太郎	 新潟大学大学院医歯学総合研究科精神医学分野

|	 P1A-29	 |  うつ病増強療法におけるアリピプラゾール低用量群と高用量群のランダム化比較試験
堀越　　翔	 公益財団法人星総合病院星ヶ丘病院/福島県立医科大学神経精神医学講座

|	 P1A-30	 |  統合失調症患者において、アリピプラゾールへの切替え方法が継続率に与える影響の検討
大林　芳明	 公益財団法人慈圭会慈圭病院

|	 P1A-31	 |  統合失調症におけるメタボリック症候群とGIPR遺伝子多型の関係
小野　　信	 新潟大学大学院医歯学総合研究科地域精神医療学寄附講座/新潟県立精神医療センター

ポスターB．薬物動態学・薬理遺伝学

|	 P1B-1	 |  統合失調症急性期におけるCOMT Val158Met遺伝子多型と臨床症状、aripiprazole治療
反応性、血漿モノアミン代謝産物との関連
金子　春香	 福島県立医科大学神経精神医学講座/針生ヶ丘病院

|	 P1B-2	 |  統合失調症患者における抗精神病薬の有効性とHTR1A遺伝子多型の関係
嶽北　佳輝	 関西医科大学精神神経科学教室/ボローニャ大学生物医学・神経運動科学教室

|	 P1B-3	 |  MIR659上流領域におけるDNAメチル化とパロキセチン治療反応性個人差との関連
南畝　晋平	 兵庫医療大学薬学部

|	 P1B-4	 |  難治性うつ病性障害に対するラモトリギン強化療法患者においてUGT1A4 142T＞Gがラ
モトリギン血漿濃度に与える影響
鈴木　　毅	 琉球大学医学部附属病院薬剤部
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|	 P1B-5	 |  患者背景に基づく血中濃度域の設定を目指したバルプロ酸の治療効果に関する母集団薬物動
態－薬力学解析
猿渡　淳二	 熊本大学大学院生命科学研究部薬物治療学分野/熊本大学薬学部附属育薬フロンティアセンター

ポスターC．疫学・調査

|	 P1C-1	 |  スーパー救急病棟入院患者の傾向
田玉　紘史	 昭和大学医学部精神医学講座

|	 P1C-2	 |  スーパー救急病棟入院患者の社会的背景と自宅退院率の検討
徳増　卓宏	 昭和大学医学部精神医学講座

|	 P1C-3	 |  スーパー救急病棟における統合失調症の入院回数による薬物療法の比較検討
西尾　崇志	 昭和大学医学部精神医学講座

|	 P1C-4	 |  スーパー救急病棟における双極性障害の薬物療法
澤登　洋輔	 昭和大学医学部精神医学講座

ポスターD．臨床薬学・服薬指導

|	 P1D-1	 |  副作用モニタリングによる精神科医療機関と調剤薬局の連携の有用性の検討
沼尾　侑実	 東邦大学薬学部薬学科臨床薬学研究室

|	 P1D-2	 |  LAI治療における倫理教育および院内安全管理システム　第２報
福永　竜太	 医療法人山田会八代更生病院

ポスターE．抗うつ薬・その他

|	 P1E-1	 |  大うつ病患者でのパロキセチン単剤治療と血中brain-derived neurotrophic factor, 
3-methoxy-4-hydroxyphenylglycol濃度
吉村　玲児	 産業医科大学医学部精神医学教室

|	 P1E-2	 |  未治療うつ病患者におけるミルタザピンvs SSRIランダム化比較試験　4週間の単剤比較結果
－GUNDAM studyより－
加藤　正樹	 関西医科大学精神神経科学教室

|	 P1E-3	 |  ミルタザピン・SSRI単剤での反応不良群に対する、単剤治療継続vsミルタザピン+SSRI併用
療法のランダム化比較試験 －GUNDAM studyより－
加藤　正樹	 関西医科大学精神神経科学教室

|	 P1E-4	 |  電気痙攣療法における発作の質に麻酔薬が与える影響の検討
酒本　真次	 岡山大学病院精神科神経科

|	 P1E-5	 |  単純型統合失調症をプロトタイプとした「青年期認知機能障害」に対する薬物療法の効果・
安全性について－安全性についての検討－
大竹　裕美	 新潟大学大学院医歯学総合研究科精神医学分野

|	 P1E-6	 |  乳癌患者における化学療法と主観的認知機能障害
北畑　亮輔	 慶応義塾大学医学部精神・神経科

|	 P1E-7	 |  気分障害の長期維持療法におけるリチウムの安全性と有効性の検討
根本　麻理	 東邦大学薬学部薬学科臨床薬学研究室
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2016年11月18日(金)　17:00～18:00　ポスター会場　（1F　ロビー）

ポスターF．気分障害

|	 P2F-1	 |  MRSを用いた気分安定薬服用中の双極性障害患者におけるグルタミン酸神経伝達の異常
久保　弘子	 徳島大学病院精神科神経科

|	 P2F-2	 |  双極性うつ病の特定の下位症状の早期改善がその後の回復を予測する：STEP-BDデータの
再解析
水島　　仁	 国家公務員共済組合連合会立川病院精神神経科/慶應義塾大学医学部精神・神経科学教室

|	 P2F-3	 |  日本人大うつ病性障害患者に対するescitalopram投与による血中バイオマーカーの推移
阿竹　聖和	 産業医科大学医学部精神医学教室

|	 P2F-4	 |  日本人大うつ病性障害患者における抗うつ薬の治療反応早期予測
太田　圭祐	 産業医科大学医学部精神医学教室

|	 P2F-5	 |  大うつ病性障害における2無作為比較試験の結果より加齢が寛解予測因子としての早期部分
改善に与える影響について
砂田　尚孝	 関西医科大学精神神経科学教室

|	 P2F-6	 |  うつ病患者自身のプラセボ対照比較試験に対する認識
菅原　典夫	 国立精神・神経医療研究センタートランスレーショナル・メディカルセンター/
	 弘前大学大学院医学研究科神経精神医学講座

|	 P2F-7	 |  産業医科大学病院における治療抵抗性うつ病患者に対するmECT後の薬物療法と再発率の後
方視的検討
富永　裕崇	 産業医科大学医学部精神医学教室

|	 P2F-8	 |  気分障害におけるラモトリギン有効血中濃度域
片山　陽介	 大分大学医学部精神神経医学講座/独立行政法人国立病院機構西別府病院

|	 P2F-9	 |  気分障害におけるLamotrigineの忍容性に関する調査　第2報
阿部　恭久	 八代更生病院

|	 P2F-10	 |  双極性障害の躁状態患者に対するaripiprazoleの有効性と安全性－製造販売後調査の最終解
析結果
山村　佳代	 大塚製薬株式会社ファーマコヴィジランス部

|	 P2F-11	 |  難治性うつ病性障害におけるラモトリギン強化療法の治療反応性とMTHFR C677T遺伝子
多型との関連
香川　祥子	 琉球大学大学院医学研究科精神病態医学講座

|	 P2F-12	 |  Lamotrigineによる難治性うつ病性障害強化療法の治療反応性とABCB1遺伝子多型との関
連性について
永井　五洋	 琉球大学大学院医学研究科精神病態医学講座

|	 P2F-13	 |  疼痛性身体症状の早期改善による、うつ病治療アウトカムの予測
徳岡　宏文	 日本イーライリリー株式会社医薬開発本部バイオ医薬品領域

|	 P2F-14	 |  大うつ病性障害患者における疼痛性身体症状に対する抗うつ薬の効果：デュロキセチンまた
はSSRI治療が単剤で開始された548例の検討
久我　　敦	 日本イーライリリー株式会社医薬開発本部バイオ医薬品領域

|	 P2F-15	 |  うつ病・うつ状態患者に対するaripiprazole増強療法の有効性・安全性についての検討－特
定使用成績調査の中間解析結果－
安田　守良	 大塚製薬株式会社ファーマコヴィジランス部

|	 P2F-16	 |  大うつ病性障害患者に対するセカンドライン治療における新規抗うつ薬の多施設共同非盲検
無作為化可変用量長期投与試験（ACCEPT研究）の安全性に関する中間解析結果
吉村　直記	 国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター
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|	 P2F-17	 |  抗うつ薬中止後にけいれん、一過性の脳波異常を生じた若年女性の一症例
佐藤　　靖	 弘前大学医学部附属病院神経科精神科

|	 P2F-18	 |  ミルタザピン投与中に汎血球減少を認めた３症例の報告
湯田　　初	 昭和大学横浜市北部病院

|	 P2F-19	 |  大うつ病性障害において脳体積に関連するGSK-3βの遺伝子多型がSSRI治療に与える影響
坂井　志帆	 関西医科大学精神神経科学教室

|	 P2F-20	 |  5HTTLPR遺伝子多型とMADRS dysphoria スコアの治療反応性について
高橋　一志	 東京女子医科大学精神神経科

|	 P2F-21	 |  ミルタザピン治療がうつ病関連バイオマーカーに与える変化について
土嶺　章子	 弘前大学大学院医学研究科

ポスターG．抗不安薬・睡眠薬

|	 P2G-1	 |  薬剤師の教育的介入によるベンゾジアゼピン受容体作動薬減量の試み
原　　恵子	 国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター病院薬剤部/同病院睡眠障害センター

|	 P2G-2	 |  小樽市立病院における睡眠薬の使用状況調査
鶴谷　勝実	 小樽市立病院薬剤部

|	 P2G-3	 |  "ベゲタミン"投与中止が統合失調症患者の血中ハロペリドール濃度、精神症状、錐体外路症
状、主観的睡眠状態の評価に対して与える影響についての検討
竹内　裕二	 医療法人清陵会南ヶ丘病院

|	 P2G-4	 |  児童思春期における不眠に対する酸棗仁湯の有効性と安全性
宮岡　　剛	 島根大学医学部精神医学講座

|	 P2G-5	 |  スボレキサントとラメルテオン、ブロチゾラム同時内服後に約1週間にわたる傾眠状態を呈
したがん患者の症例
森田　幸代	 滋賀医科大学腫瘍センター/滋賀医科大学精神医学講座

ポスターH．発達障害・児童青年期疾患

|	 P2H-1	 |  成人ADHD患者においてatomoxetieが心電図QT間隔に与える影響－性差を考慮した検討－
鈴木雄太郎	 新潟大学大学院医歯学総合研究科精神医学分野

|	 P2H-2	 |  児童期ADHDにおける徐放性メチルフェニデートとアトモキセチンの血液動態反応の違い
山室　和彦	 奈良県立医科大学精神医学講座
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ポスターI．症状性・器質性障害・認知症・てんかん

|	 P2I-1	 |  アルツハイマー型認知症患者に対するガランタミンの効果と脳血流との関連
和氣　　玲	 島根大学医学部精神医学講座

|	 P2I-2	 |  母集団薬効動態解析による小児てんかん患者でのバルプロ酸誘発性体重増加の予測モデルの
構築
松田　和樹	 熊本大学薬学部薬学科薬物治療学分野

|	 P2I-3	 |  DRPLAによる精神病性障害にオランザピンが奏功した一例
成田　　瑞	 国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター

|	 P2I-4	 |  せん妄ハイリスク患者へのスボレキサントの早期投与がせん妄の発症予防につながったと考
えられた2症例
井手　健太	 産業医科大学病院薬剤部


